






































Fig. 2 Relative activity for fatty acid ester 
of WT and mutant 
 
Fig. 1 The 3-D structure of 
Rhizopus oryzae lipase 
Table 1  Amino acids sequences of 
lid domains of ROL mutants 
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ているにも関わらず、触媒基は Ser, His, Asp または Glu 残基
からなり、lid 部位と呼ばれる両親媒性のα−ヘリックス状の構造
で覆われている (Fig. 1)。 この部位が基質との接触により可動
し、酵素表面に触媒ポケットが露出することにより、酵素活性を
制御している。本研究ではこの lid 部位に着目し、Rhizopus 
oryzae （クモノスカビ）由来のリパーゼ（ROL）酵母細胞表層提示プラスミドである pWIFSProROL




2．実験方法   
酵母細胞表層提示プラスミドである pWIFSProROL の ROL 配列が持つ lid 部位の 6 アミノ酸残基
に対してコンビナトリアル変異の導入を行うために QuikChange®法の 2 種の方法を用いて ROL 変
異体プラスミドを構築した。そして、この変異体プラスミドを用いて酵母 Sacchaomyces cerevisiae 

















Clone No. Amino acid sequence
Wild type F R S A I T
403Q G H N G L G
603Q G R I A D G
Lid 
Ser 
Asp 
His 
